
福
島
、
郡
山
市
議
団
、
県
議
団
が
県
に
要
請

一
月
十
七
日
、
県
教
委

に
対
し
、
各
市
町
村
で
は

新
年
度
か
ら
実
施
す
る
た

め
に
は
予
算
確
保
の
対
応

も
出
て
く
る
こ
と
か
ら
県

教
委
の
考
え
を
早
く
示
す

よ
う
求
め
ま
し
た
。

ま
た
、
市
町
村
の
判
断

に
基
づ
く
必
要
な
教
員
数

を
全
額
県
負
担
で
配
置
す

る
こ
と
、
配
置
教
員
は
正

規
教
員
と
す
る
こ
と
、
施

設
整
備
へ
の
財
政
援
助
な

ど
を
要
望
し
ま
し
た
。

３０人学級 ついに小学・中学全学年実施へ道開ける
一
月
四
日
の
年
頭
記
者
会
見
で
佐
藤
知
事
は
「
こ
れ
ま
で
の
小
学
一
・
二
年
、
中
学
一
年
の
三

〇
人
学
級
を
小
・
中
学
校
全
学
年
で
三
〇
人
程
度
学
級
の
実
現
を
め
ざ
し
て
市
町
村
を
支
援
す

る
」
と
表
明
し
ま
し
た
。
昨
年
の
知
事
選
挙
で
佐
藤
知
事
は
「
三
〇
人
学
級
の
拡
大
」
に
は
ふ
れ

、

。

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が

多
く
の
関
係
者
の
強
い
要
望
が
県
政
を
動
か
し
た
と
い
え
る
で
し
ょ
う

県
議
会
で
は
、
九
〇
年
代
か
ら
日
本
共
産
党
県
議
団
が
本
会
議
な
ど
で
と
り
あ
げ
、
六
年
前
に

五
人
に
な
っ
た
と
き
か
ら
は
じ
め
て
教
育
庁
を
所
管
す
る
常
任
委
員
会
に
入
れ
る
よ
う
に
な
り
、

本
会
議
で
の
追
及
に
加
え
、
実
現
の
た
め
の
大
き
な
力
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

市
町
村
で
の
積
極
的
具
体
化
と

十
分
な
教
員
配
置
に
県
の
責
任
発
揮
を

三
〇
人
学
級
は
大
き
な
教
育
的
効
果

県
教
委
は
昨
年
一
〇
月
に
「
少
人
数
教
育
検
討
委
員
会
」
を
設
置
し
、
今
年
九
月
末
ま

で
に
「
少
人
数
教
育
の
方
向
性
」
を
示
す
計
画
で
、
十
一
月
と
十
二
月
に
同
委
員
会
を
開

き
ま
し
た
。
こ
の
中
で
示
さ
れ
た
資
料
に
よ
れ
ば
、
三
〇
人
学
級
に
な
っ
た
小
学
校
二
〇

五
校
の
評
価
で

「
一
人
一
人
に
目
が
行
き
と
ど
き
個
に
応
じ
た
指
導
が
で
き
る
」
と
し
た

、

割
合
は
学
習
面
で
九
二
・
二
％
、
生
活
面
で
九
二
・
七
％
と
大
好
評
で
し
た
。
〇
四
年
度

実
施
校
の
管
理
職
者
の
報
告
で
は
小
・
中
と
も
「
全
学
年
へ
の
展
開
」
が
多
く
要
望
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

こ
う
し
た
現
場
か
ら
の
強
い
声
が
県
教
委
の
「
〇
五
年
度
ま
で
は
現
行
で
」
と
い
う
計

画
を
修
正
さ
せ
た
と
い
え
ま
す
。

知
事
の
新
方
針
は
「
三
〇
人
程
度
」
と
し
て
い
る
こ
と
と
「
テ
ィ
ー
ム
テ
ィ
ー
チ
ン
グ

Ｔ
Ｔ

な
ど
の
少
人
数
指
導
を
市
町
村
が
選
択
す
る

こ
と
も
前
提
に
し
て
い
ま
す

少

（

）

」

。「

」

、

人
数
指
導
で
配
置
さ
れ
て
い
た
正
規
教
員

も
含
め
て
三
〇
人
学
級
編
成
に
充
て
た
場
合

先
生
方
の
「
多
忙
化
」
は
改
善
さ
れ
ま
せ
ん
。
三
〇
人
編
成
で
必
要
と
な
っ
た
教
員
は
す

べ
て
新
た
に
県
が
保
障
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

三
〇
人
学
級
で
雇
用
も
拡
大

新
た
に

～

人
必
要
に

―
―

400

500

三
〇
人
学
級
の
部
分
的
な
実
施
で
も
多
く
の
青
年
教
員
が
学
校
現

場
で
働
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
身
分
は
「
常
勤
講
師
」
で
す

（
〇
四
年
度
五
四
二
人
、
二
三
億
三
八
百
万
円

。
一
年
に
一
日
足

）

り
な
い
雇
用
期
間
で
何
年
も
続
け
ざ
る
を
え
な
い
青
年
教
員
が
増
え

て
い
ま
す
。
正
規
の
教
員
で
三
〇
人
学
級
や
複
式
学
級
の
解
消
を
は

か
る
こ
と
は

「
忙
し
す
ぎ
る
」
先
生
の
現
状
を
改
善
す
る
た
め
に

、。

、

も
重
要
で
す

そ
れ
な
の
に
教
員
人
件
費
へ
の
国
の
責
任
を
無
く
し

県
と
市
町
村
に
ま
か
せ
て
し
ま
う
「
義
務
教
育
費
の
国
庫
負
担
補
助

金
」
の
廃
止
は
、
よ
り
い
っ
そ
う
正
規
教
員
の
確
保
を
困
難
に
す
る

も
の
で
す
。

三
〇
人
学
級
実
現
へ
の
歩
み

二
〇
〇
〇
年
三
月

県
議
会
で
「
一
ク
ラ
ス
が
実
質
三
〇
人
以
下
に
な
る
よ
う
先

生
を
増
や
し
て
」
と
い
う
主
旨
の
請
願
（
三
〇
〇
〇
万
教
育

署
名
運
動
実
行
委
と
新
日
本
婦
人
の
会
提
出
の
二
本
。
い
ず

れ
も
日
本
共
産
党
が
紹
介
議
員
）
を
初
採
択
。

二
〇
〇
〇
年
夏

知
事
選
挙
で
山
口
文
彦
候
補
が
三
〇
人
学
級
を
主
張
。

二
〇
〇
一
年
九
月

日
本
共
産
党
の
代
表
質
問
で
「
三
〇
人
学
級
や
複
式
学
級
の

解
消
を
図
れ
る
よ
う
教
員
採
用
を
増
や
す
べ
き
」
と
追
及
。

新
規
採
用
教
員
が
九
〇
年
度
の
八
五
二
人
か
ら
二
〇
〇
一
年

度
一
八
一
人
に
急
減
し
「
青
年
教
師
が
い
な
い
」
実
態
を
明

ら
か
に
。
自
民
党
議
員
か
ら
も
三
〇
人
学
級
実
現
求
め
る
質

問
が
出
る
。

二
〇
〇
二
年
一
月

知
事
の
年
頭
会
見
で
四
月
か
ら
小
学
一
年
と
中
学
一
年
を
三

〇
人
編
成
に
す
る
こ
と
を
表
明
。
〇
三
年
四
月
か
ら
は
小
学

二
年
生
も
。
し
か
し
他
学
年
は
教
科
に
よ
っ
て
少
人
数
指
導

と
い
う
こ
と
で
テ
ィ
ー
ム
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
や
習
熟
度
別
指

導
。
〇
五
年
度
ま
で
そ
の
方
針
で
―
―
と
い
う
計
画
。

二
〇
〇
二
年
十
二
月

「
当
面
中
学
二
年
生
を
三
〇
人
で
」
の
請
願
（
三
〇
〇
〇
万

教
育
署
名
運
動
実
行
委
、
新
日
本
婦
人
の
会
、
福
島
市
議
会

の
三
本
）
採
択

『
新
世
紀
を
担
う
子
ど
も
に
関
す
る
特
別

。

委
員
会
』
が
最
終
報
告
に
「
三
〇
人
学
級
編
成
を
全
学
年
へ

拡
大
す
べ
し
」
と
盛
り
込
む
。

二
〇
〇
四
年
夏

知
事
選
挙
で
小
川
英
雄
候
補
が

全
学
年
へ
の
拡
大
を
主
張
。

二
〇
〇
五
年
一
月

知
事
の
年
頭
会
見
で
市
町
村
の
判

断
で
全
学
年
へ
の
拡
大
に
道
が
開

け
る
。

現
場
の
立
場
で
申
し
入
れ
る
党
県
議
団

と
福
島
市
議
団
、
郡
山
市
議
団

（
一
月
十
七
日
・
福
島
県
庁
）

全
学
年
で
の
三
〇
人
学
級
実
現
を
川
手
副

知
事
に
強
く
要
望
し
た
「
み
ん
な
で
新
し

い
県
政
を
つ
く
る
会
」
の
み
な
さ
ん

（

）

二
〇
〇
四
年
十
二
月
二
八
日

県政報告日本共産党

県 議 団

長谷部淳県議 神山悦子県議
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